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緒言
第1報に於ては米の禍洗時に於ける Ca1えびPの損失をしらべたが、本般に於ては誕柴頬の主と
してtti1Tして使用するものの支tNl!による Ca及びPの制うたについて=報告する。 !l'Í'~礎知の煮沸による
無機成介乃変化に関する報告は米同に於けるものは2、3凡られるが我が国におけるものは甚だ少
い。
もし浸し物や和え物等iこ使用する野栄顔合，l:(ffll しその~ñ汁を姶て去るならば、 その中に合まれて
いる}~~}を栄建調答時に於けるiìi苦手他より差引かねばならない。 第 1 報において級告したと同じ対
象、即ち大阪市阿似里J-区阪南町に於けるi調査では煮物の汁さえ捨てるものが50%以上あり、叉当大
阪市立大学家政学部内において職LI・学生254'主につき調べたところ24名までが主計十を総てているこ
とヵ・分った。このことより一般に野菜の苅汁を捨て去るものは大変多いのではないかということが
湾えられる。
以上の王里山より茄il"中iこ待出するJ'¥.:o.量を測定することは大変重要て'あると思われるのでここで
は時iこ Ca と Pにつき実験を行った。 こ θ実験は昭和28~干 1 月より 29~ 1 月までの聞に行ったもの
である。
実験
a)試料の処理
使用した君臨柴は、 まびき大桜、*~張、 春菊、 つけ来、{主来、 かぶ葉、京菜、ほうれん卒、 わけ
ぎ、キャベツ、及び内荒の11純で大学附属差益困乃もの及びIil収Dものをi1j¥.・、.;.tlはーつごとにな
るべく底地ヂ兵なるもの叉ば広顕で購入する際時nをおいて入手した3
3む科の野菜は71¥道)1¥てeよく洗い71¥をよく切って乾いた布でよくふきとり、一部をすりつぶして均
一にし、水分、総 Ca、総 Pを測定し、他は議を1枚ずつ}jkし食用に供しない部分法ステンレスの
庖丁で切り涼し、号廷を切断せずになるべく各部分が入る結:こ 100g宛秤った。但し白菜とキヤペツ
は巾3cm 位iこ切ったものを用意した》
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，11mはアルマイトの鍋 (l8cm)に水道水250mlを入れて 500w電熱務上で:'i?r.とうさせ、之に杯
:fii:した3峨ヰを投じ、食用に適当なまで茄上げその時聞を測定した。茄汁・は1: 3の HClI0mlを加
えメスフ ラスコで 300mlとなしその一定量をとって陥出したCa及びPの測定に供した。
b)定量法
総 Caは灰イじしたみt判を HCIでとかし、抗出 Caは HCl般住の;sti夜そのままを尿袋詰を用い
る KM.04 摘定法で定fました。待出 CaについてはJ.t波を-J:l.蒸発乾固させた後灰化しHClでと
かして妖諜扶で定註する方法と上の方法とを京葉10例について測定し推計学的に検討した結果 5%
の危険市で右;立の差が認められなかったので上記の方法を用いることとした。
総P;zえひ:i待出Pはi単式分解後比色法を用いて定丑した
悲酸i1Bau扶を用いた。
なお鍋よりの無滋賀の昨出があるという報告があるのでh倹を行った。
結果及び考察
;，t;l:'1 1∞gに対する Ca及びP10例の算術平均、主主大及び古川、合有骨抜びに〆不偏分itxと、 損失
ホの~nltÌ 、p. .l~J、 由主大及び故小とそれらの V末雨芥1百枚ひ・に'f-.J!，J7.K分、 平均ぷNÞ時11m"!.錦 1 表に示す
通りである。
第1表央験結果 (10例)
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此の友で見られる様に春錦、，'，菜、ほうれん草を除き CaとPの制失主将I術平均はほぼ等しく、
叉推計学的に見ても危険事596で以上の3種が有意差があったのと、 白菜の切ったもの及びキャベ
ツか検定出米なかった外は全部CaとPの損失4iの11ιぷは4{められなかった》白菜、キャベツで
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は切断したものがイ号れも CaとPの損失率の聞の関係が検定出来なかったが之は人為的に業を切断
する操作により煮沸による損失が一様ではなかった為ではないかと考えられる。叉白菜及びキヤペ
ツ共企業のものと切断したものとの聞には Ca、P共に有意書室があり何れも切断したものの方がm
~1ô6ー
失が大きいことが分った。
煮柳時聞は初めにも述べた通り野菜を沸とう水中に入れ布上る主主の時間をとったため、同一磁の
もので1-4分の室長がみられたので京紫と務菊につき~~榔時間と損失 Ca との関係をしらべたところ
第 1 図の様にある程度時間によ る影轡がみられたが、 第 1 荻に示した実験における各試料の~柳時
聞とCa及びPとの関係は殆んどみられなかった。
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次に堺菊、白菜、ほうれん草の CaとPの相夫ネの数値をみると三者共Pに闘してはあまり変化
Caについてみると制失ネは本摘、自f震は約10%であるがほうれん平は4%で特iこ少し、。
ほうれん草には第2表の椋に多量の移股が合まれているので、之の原因は移酸ではないかと考えほ
うれんJi':1∞gに合まれると同程度の務椴カリウムを合む 250mlの7Kを沸とうさせ白来ff<.び休業
8%となりl切らかに結般により
がないの
を煮沸したところ Ca損失ホが夫々18%、20%てeあったのが139杉、
しかしす手菊、白菜の穆酸量は大したものではなく、叉 CaがCaの掛失が減少することが分った。
3あるから、今のところ CaとPの損失本が大分具るl反問は不明で10%割失するものは外にも2、
ある。
3の例外を除き、葉集を定例するとき総量の約2096のCaJXぴPが掛炎する以よの結果から2、
ことが分った。
旨要
葉菜類11種各10例につき煮沸による Ca及びPの損失を測定したところ少数の例外を除き損失率
P共全担0%前後で、業を切断したものの方が損失が大きかった。ほうれん立の担失率が特t主Ca、
に低かったか・之は多量の諺般がほうれん必:に合まれているためで;Ihるニとが分ったぜ
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御指導並びに御校閲をされた茶珍教授に感誘げるの木研究の一部は昭和28年11月14日家政学会関
西支部研究会で発表した
Summary 
The Josses of caJcium and phospborus in 11 Jeafy vegetables by boiling have been <Ieter-
mined. The results were sllOwn that the Josses of c.alcium and phosphorus about 20 per cent 
excopts a few vegetabJes. But in spinach the loss of caJcillln was specialy small， owing to 
tbe Jarge amOllJlt of oxalate content. 
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